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	応用
	抗原情報
	背景
	ミトコンドリア呼吸鎖の終末酵素であるシトクロムc酸化酵素（COX）は、還元されたシトクロムcから酸素への電子伝達を触媒します。COXは、ミトコンドリア遺伝子によってコードされる3つの触媒サブユニットと、核遺伝子によってコードされる複数の構造サブユニットからなるヘテロ多量体複合体です。ミトコンドリア遺伝子によってコードされるサブユニットは電子伝達に機能し、核遺伝子によってコードされるサブユニットは複合体の調節と構築に関与していると考えられます。この核遺伝子はサブユニットIVのアイソフォーム2をコードしています。サブユニットIVのアイソフォーム1は別の遺伝子によってコードされていますが、2つの遺伝子は類似した構造構成を示しています。サブユニットIVは、核遺伝子によってコードされる最大のサブユニットであり、COXの調節において重要な役割を果たします。 [RefSeq提供、2008年7月],機能:このタンパク質は、ミトコンドリア電子伝達系の末端酸化酵素であるシトクロムc酸化酵素の核コード化ポリペプチド鎖の1つです。,類似性:シトクロムc酸化酵素IVファミリーに属します。,組織特異性:肺で高発現します。,
	研究分野
	酸化的リン酸化、心筋収縮、アルツハイマー病、パーキンソン病、ハンチントン病、
	画像データ
	

	COX42抗体を用いたCOS7細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	K562細胞ライセートをインスリン0.01U/mlで15分間処理し、COX42抗体を用いてウェスタンブロット解析を行った。右レーンは合成ペプチドでブロッキングした。
	

	COX4I2ポリクローナル抗体を用いたK562インスリン0.01U/ml 15‘細胞のウェスタンブロット分析

